
「○あ挨拶・○い命・○う運動・○え笑顔・○お思いやり」を、子どもたちの学校生活の合い言葉に 

  

  

 

 

 

 

 

１・２年生「スマイル６ックスの朝」         ３・４年生「FIND TREASURE」 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

５・６年生『SUNチャンネル～士幌特集』～「ハンナの知らない世界」「そこまで言って委員会」（左から） 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

子どもたちの「自己指導能力」を身に付けるために 

      校長 和 嶋 康 彦 

１１月２日（土）は、本校の学習発表会へご観覧そして心温まる大きな拍手をいただき誠にありが

とうございました。「学習発表会」のタイトル通り、それぞれの学級がこれまで学んだ成果を発表する

よい機会となりました。学習発表会終了後には、子どもたちが自分自身を振り返り、その成果や学び

を確認しながら今後の学びに生かしていきます。 

先日、十勝管内のある小学校の授業を視察に行く機会がありました。その授業で、私が特に印象に

残ったのは、「丁寧な生徒指導をされている」というものでした。「生徒指導」と聞くと、「問題行動が

起きた時の対応」と思われる方もいると思いますので少し説明します。 

令和４年１２月に「生徒指導提要」（文部科学省刊）が改訂され、生徒指導の定義は「児童生徒が、

社会の中で自分らしく生きることができる存在へと、自発的・主体的に成長や発達する過程を支える

教育活動のことである。なお、生徒指導上の課題に対応するために、必要に応じて指導や援助を行

う。」つまり、問題が起きた時の指導や援助は当然行うが、それよりも日常の教育活動で積極的に子ど

もたちが自分らしく生きるために、自発的に主体的に成長できるよう改訂されました。 

その授業では、生徒指導の実践上の視点の４つが意識されていました。（「自己存在感の感受」「共感

的な人間関係の育成」「自己決定の場の提供」「安全・安心な風土の醸成」）授業の後の話し合いで、授

業者の先生からは、「授業づくりと言っても、学級経営が基本です。安心して学べる学級づくりを目指

しています。」と仰っていました。 

安心して学べる学校や学級では、子どもたちが自分らしさを発揮し、「何をしたいか」「何をするべ

きか」と主体的に考え、目標に迫ることができると思います。このことを、「自己指導能力」といい、

この概念は本校の基本方針である「子どもたち自身が自己を創造する」に一致しております。子ども

たち一人一人が、学びに向かってより主体的に取り組めるよう今後も取り組んでいきます。 

            
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１１月２９日発行 

発行責任者：和嶋 康彦 

士幌町立中士幌小学校 学校だより 

学習発表会特集  



「○あ挨拶・○い命・○う運動・○え笑顔・○お思いやり」を、子どもたちの学校生活の合い言葉に 

 １１月１３日は、帯広警察署生活安全係の方と中士幌駐在所長 

さんが来校され防犯教室を行いました。防犯教室と言えば 

「いかのおすし」。不審者に遭っても「ついていかない」「車にのら 

ない」「おお声を出す」「すぐ逃げる」「大人にしらせる」を、改めて 

確認する機会となりました。 

  また、実際不審者に遭った場合どう行動するのかを、代表の方 

に体験してもらいました。３人とも不審者との距離（捕まえられない）を保ち、上手に逃げていました。 

  所長さんからは、不審者に遭ったら、子ども１１０番の家（黄色の旗のある店）に駆け込んでも 

良いことを再度教えてもらいました。 

  帯広市近郊でも不審者は年６０件程度発生しているようです。子どもたちの危機意識を高め、 

危険な目に遭わないように、遭ってもすぐ逃げて自分の身を守ることを教えていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２日（月） 町学校運営協議会（総研） 
３日（火） 全校朝会、EBE 協議会 
４日（水） 分掌会議、外部講師授業（高） 
５日（木） 参観日、学校評価アンケート配布 
６日（金） 集合学習（高）、防火標語授賞式 

 ９日（月） 町研究所員会議 
１０日（火） 集合学習（中）、十複市町村委員会・課 

題別研修会 
１１日（水） 職員会議 
１２日（木） 清掃強化週間（～２４日）、学校評価ア

ンケート締切日 
１３日（金） クラブ（反省）、巡回図書 
１６日（月） 町学校教育振興会研修部会 
１７日（火） 小小連携合同授業（６年：士幌小） 
       栄養指導（低・中） 
１９日（木） 栄養指導（高）、大地くん学習（高）、

校長・教頭会議、学校運営協議会 
２０日（金） 児童会 
２５日（水） 終業式、大掃除 
２６日（木） 冬季休業開始～１／１６（木）まで 

チャレンジ学習（午前、中士幌小） 
冬休み学習サポート塾（午後、総研） 

２７日（金） 冬休み学習サポート塾（午前、総研） 
２９日（日） 年度末休業、学校閉庁日 
３０日（月） 年度末休業、学校閉庁日 
３１日（火） 年度末休業、学校閉庁日 
 
 
 

  
夏休み同様に冬休みも 

「チャレンジ学習」を行います。 
期日は、12月 26日（10時～ 
11時半）で、会場は「中士幌小学校」です。 
 参加することで、生活リズムが整います。学
習も進みます。良いことがたくさんあるチャレ
ンジ学習に、たくさんの参加をお待ちしており
ます。なお、26日の午後、27日の午前は、
教育委員会主催の「冬休み学習サポート塾」が
あります。北大生と運動もできます。ぜひご参
加ください。 
※詳細は、11/25配布文書を確認ください。 
 
 
 

防犯教室～「もし不審者に遭ったら」～ 

冬休みチャレンジ学習 

 ３・４年生の稲船学級の授業研（算数科）を９/５に、５・６年生の伊澤学級の授業研（算数科）を９/25 に、１０

/2 は、実技研修として経種先生を講師にお招きし実施、１１/２０は、１・２年生経種学級の授業研（体育科）を行

いました。今年度の研究テーマは、『未来に向かって自己を創造する児童の育成～「ゴール」と「評価」を共有し、

「中小スタイル」でガッチリ！～』です。それぞれの先生方の個性が発揮され、子どもたちが良い表情で課題に向き

合う姿をたくさんみることができました。実技研修では、運動すると脳が活性化する等、豊富な知識を基にした動

きを教えてもらいました。「進みつつある教師のみ人を教うる権利あり」（ジェステルリッヒ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校評価アンケートのお願い 
  １２月５日（木）に、２学期の学校評価アンケー

トをお配りします。回答期限は、１２月１２日（木）と

させていただきます。 

  ２学期の教育活動を振り返り、回答へのご協

力をお願いいたします。（紙またはグーグルフォー

ム[ＱＲコード]での回答となっております。） 

教職員研修のひとこま（９月～１１月） 


